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Zirin and Liggett, 1987; Sammis et al., 2000）。著者らは, δ型黒点について太陽活動
第 23 期（1996-2007）の、主に SOHO/MDIのマグネトグラム、可視光のデータを用
いて研究した（本研究では δ 型黒点の代表として, その複合型である βγδ 黒点群を用




は主に次の 3 つの型に分類できる。すなわち、Quasi-β 型 (双極黒点群であるベータ
型に準じるもの)、Writhed 型 (磁束管の軸が強くねじれているもの)、Top-to-Top 型
（複数の磁束管が立体的に衝突するもの）である。② Quasi-β 型、Writhed 型、Top-
to-Top 型の順に複雑な磁場構造をもち、その構造が複雑になるにつれて、フレア活動






 活発な δ型黒点に注目する一方で、著者らは崩壊期にある不活発な δ型黒点について




めを述べる。① 急速に崩壊する δ型黒点群 NOAA 9957において、その磁気中性線近
傍で、持続的で顕著な光球面下降流を検出した。② 複数の下降流が間歇的に観測さ

















































要旨公表可能日：     年   月   日以降 
